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で審議に入りますが、上げるということが前提ではないという理解でよ

ろしいでしょうか。 

（会 長） はい。仕組の上ではそのとおりです。まず、現時点で地賃よりも低い

特賃は１０月１日以降無効になりますから、特定の特賃について審議の

必要があると決めるということは、最低限９００円までにはなるという

前提でお話をいたします。９００円をどのくらい超えるかということは

労使にイニシアティブによって決められることです。 

すでに必要性ありとなっている３業種についても、おっしゃるよう

に、必ず現状より上がるということを前提に話をするわけではなく、そ

こも労使のイニシアティブで妥結点を決めるということになります。 

（金成委員） わかりました。ありがとうございます。 

（長谷川委員） 公正競争の確保とは何なのかということが充分に明らかにならないま

まに、公正競争ケースだから必要性なしだと使用者側はおっしゃってい

て、次回までにその辺りを、公的に示されている資料などからご説明い

ただけないかと思います。どのような場合に必要性の有無を判断するの

か、示されている範囲でご説明いただきたいと思います。 

（基準部長） 疎明レベルであれば、賃金格差があれば十分だということで出してい

ただいているのかと思いますが、例えば事例があるのかどうかというこ

とに関しては、労側で実際事例があれば別ですが、それがなかなか出て

こないので、可能性がある、今後懸念があるというレベルだと思いま

す。今までの中央での議論を資料で整理するということについて事務局

でご用意できるかと思います。 

（会 長） 計量器等製造業最低賃金について、改正の必要性の有無について審議

を行ってきましたが、全会一致で必要性有りとの結論には至っておりま

せん。 

審議を尽くすことが必要であるため、本日の審議会では議決を留保

し、労使それぞれの代表委員において、更に協議を尽くされた上で、次

回審議会において審議・結審したいと思いますがいかがでしょうか。 

《 異議なしの声 》 

（会 長） それでは、計量器等製造業最低賃金改正の必要性の有無については、

次回審議会で審議・結審することといたします。 
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（３）今後の審議日程等について 

（会 長） 続いて、今後の審議日程等について事務局から説明・提案をお願いし

ます。 

 （室 長） 既に皆様には日程の確保をメールでお願いさせていただいております

が、次回は１０月１０日（火）の１４時から福島合同庁舎４階会議室に

て開催を予定しております。 

（会 長） 只今の事務局説明について、ご質問等ございますか。 

          （  な し  ） 

 

４ 閉  会  

 （会 長） なければ、以上をもちまして、本日の審議会を閉会といたします。 

      


